
令和７年度 第３回学校運営協議会議事録 

さいたま市立城南小学校 

 

１ 日時・場所 ［日時］令和８年２月１３日（金） １０：００～１１：３０ 

        ［場所］図書室 

 

２ 出席  １４名（委員総数 １５名） 

 

３ 次第 

（１）あいさつ 

（２）教育長メッセージ動画視聴 

（３）学校評価の結果に関する報告 

（４）地域の現状に関する報告 

（５）学校自己評価システムシートに関する報告 

（６）熟議 

 ・学校自己評価システムシートに沿った振り返り 

 ・「心の教育」の振り返り 

 ・次年度の学校経営方針の仮承認について 

（７）生徒指導・教育相談に関する報告 

（８）事務連絡 

 

４ 議事概要 

（１）熟議について 

・学校自己評価システムシートに沿った振り返り 

 ・「心の教育」の振り返り 

 

【学びの質の向上に関する取組】 

・AI やデジタルの活用については、マニュアル通りでなく、教員が丁寧に基本線を考えてほしい。 

・家庭内での学習時間の確保と、スマホ活用のルールづくりを行ってほしい。 

・AI を活用したデジタル社会に向けて、タブレットを使った授業が進んでいることは評価したい。ただ

し、タブレットだけでなく、紙を使ったアナログのほうが効果的な授業もあるのではないかと思う。 

・保護者の願いに応えられるよう、家庭で進んで学習に取り組むようにしてほしい。 

・「学ぶ楽しさ」「わかる・できる楽しさ」を充分に味わわせ、伸ばしてほしい。 

・確かな学力を身につけさせたい。 

・授業参観で PC をうまく活用した授業を取り入れていて、児童が具体的な考察ができるように工夫さ

れていた。また、そのあとに興味をもった児童に対してのうながす声かけもあってよいと思った。 

・保護者の学習への取組の評価が増えている。学校が楽しいと思っている児童も増えているのがよい。 



【子どもの発達や心のサポートに関する取組】 

・交通安全は減っていないので、安全指導の徹底を図ってほしい。 

・わいせつ動画を送るなど SSN の使い方について小学校での教育が必要である。 

・スマホをもっている児童が増えているので、ネットリテラシーについては、小学生は親が管理する必

要がある。 

・城南まつりは自主的に行われ、子どもたちにとって効果的だった。 

・交通安全については、保護者が気を付けている。 

・先生が相談にのっている等、学校の努力が読み取れる。 

・「友達と仲良く過ごしている」が肯定的評価９６％から、学校の取組が評価されている。学校が楽し

い、友達がいっぱいいることが重要である。高学年・低学年の違いの改善に取り組んでほしい。 

・スマホをずっと見ている児童が増えている。家庭でのルールづくりをしているのか、アンケート等で

問いかけるのはどうか。 

・１０年前、交通事故があった。横断歩道の位置について警察に相談してほしい。 

・安心安全が充実している。 

・初期対応として、相談しやすい関係が重要である。学校で相談できる体制を整えてほしい。 

・たての関係性を重視してほしい。地域もたての関係性を大事にしていきたい。 

・通学路におけるコースの確認と歩道の移動を行ってほしい。 

・いじめ防止の肯定的評価の向上は評価されるので、継続して取組の強化を進めてほしい。小学校での

教育も必要である。 

【地域とともにある学校づくりに関する取組】 

・子どもたちに励ましの声かけを行っている。今後も地域と協力・連携してほしい。 

・家庭の教育力を高め、保護者と協力してほしい。 

・家庭教育の充実のために、学校が導いてほしい。 

・明るい学校をつくってほしい。 

・ひなん所１１０番の家に誰もお礼を言っていない。引継ぎが行われず、感謝の気持ちも足りない。 

・学童連絡会で情報交換を行ってほしい。 

・保護者のサポートによる奉仕活動があるとよい。 

・キッズゾーンなど、歩道の改善を図ってほしい。 

・地域の声を取り入れた学校運営を着実に進めている。また、積極的に地域の行事に子どもの活躍の場

を設け、取り組み始めている。 

・学校・地域・保護者が一体となって取り組める事業ができるとよい。 

・どんな活動を行っているのか発信していることにより、保護者も関心が高まっている。 

・地域へ感謝の気持ちを表すとともに、今後も地域と協力・連携してほしい。 

【教育環境の整備に関する取組】 

・整備された教育環境を活用してほしい。 

・校務員の方などの働きで学校がきれいになっている。ゴミが落ちていない。子どもが落ち着いている。 

・トイレの改修を進めてほしい。 

・暑さ対策については、PTA でできることを行っていきたい。 



・階段がきれいになった。ホコリがなくなっている。 

・ビオトープや雑木林など、自然を生かした取組を進めてほしい。 

・空き教室、整備されたロビーの活用について関係者で議論してほしい。 

・児童のけがについて件数の減少は良い傾向であるので、さらに防止に向けた取組を行ってほしい。 

 


